
Ⅰ 重要な会計方針 

 １．運営費交付金収益の計上基準 

費用進行基準を採用しております。 

当法人の業務運営が中期計画、年度計画等で一定の業務と運営費交付金の対応が明らかに

されている業務達成基準、また、中期計画・年度計画等で業務の実施と運営費交付金財源が

期間的に対応している期間進行基準のいずれにも当てはまらないためであります。 

 

 ２．減価償却の会計処理方法 

 （１）有形固定資産 

定額法を採用しております。 

なお、主な耐用年数は、以下のとおりであります。 

建物                  2 年～50 年 

構築物                2 年～60 年 

機械装置          2 年～17 年 

医療用器械備品        2 年～ 8 年 

車両運搬具         2 年～ 6 年 

工具器具備品        2 年～15 年 

また、特定の償却資産（独立行政法人会計基準第 87）及び資産除去債務に対応する特定

の除去費用等（独立行政法人会計基準第 91）に係る減価償却相当額については、損益外減

価償却累計額として資本剰余金から控除して表示しております。 

 

 （２）無形固定資産 

定額法を採用しております。 

なお、法人内利用のソフトウェアについては、法人内における利用可能期間（5 年）に

基づいております。 

 

 ３．賞与に係る引当金及び見積額の計上基準 

職員の賞与については運営費交付金により財源措置がなされるため、賞与に係る引当金は

計上しておりません。 

なお、行政サービス実施コスト計算書における引当外賞与増加見積額は、会計基準第 88

に基づき計算された賞与に係る毎事業年度の増加額を計上しております。 

 

 ４．退職給付に係る引当金及び見積額の計上基準 

職員の退職手当については運営費交付金により財源措置がなされるため、退職給付に係る

引当金は計上しておりません。 

なお、行政サービス実施コスト計算書における引当外退職給付増加見積額は、会計基準第

38 に基づき計算された退職給付債務に係る毎事業年度の増加額を計上しております。 

 

 ５．貸倒引当金の計上基準 

一般債権については貸倒実績率により、貸倒懸念債権等特定の債権については個別に回収

可能性を勘案し、回収不能見込額を計上しております。 

 

 ６．たな卸資産の評価基準及び評価方法 

貯蔵品        先入先出法による低価法 

未成受託研究支出金  個別法による低価法 

 

 



 ７．外貨建資産及び負債の本邦通貨への換算基準 

外貨建金銭債権債務は、期末日の直物為替相場により円貨に換算し、換算差額は損益とし

て処理しております。 

 

 ８．行政サービス実施コスト計算書における機会費用の計上方法 

 （１）国又は地方公共団体財産の無償又は減額された使用料による賃借取引の機会費用の計算

方法 

受託研究の予算で取得し、国へ返還した固定資産のうち、無償使用することを国から承

認された固定資産の機会費用は、無償使用承認時の残存価額を新たな取得原価とみなし、

法令による中古資産耐用年数の簡便法により算出した年数で償却した金額を計上しており

ます。 

 

 （２）政府出資等の機会費用の計算に使用した利率 

10 年利付国債の平成 26 年 3 月末利回りを参考に 0.640％で計算しております。 

 

 ９．リース取引の処理方法 

リース料総額が 3,000 千円以上のファイナンス・リース取引については、通常の売買取引

に係る方法に準じた会計処理によっております。 

リース料総額が 3,000 千円未満のファイナンス・リース取引については、通常の賃貸借取

引に係る方法に準じた会計処理によっております。 

 

 10．消費税等の処理方法 

消費税等の処理方法は、税込方式によっております。 

 

 

 

Ⅱ 注記事項 

〔貸借対照表関係〕 

 １．運営費交付金から充当されるべき退職手当の見積額  2,149,243,771 円 

 

 ２．運営費交付金から充当されるべき賞与の見積額     221,405,558 円 

 

 

〔損益計算書関係〕 

 １．ファイナンス・リース取引が損益に与える影響額は、21,390,771 円であります。当該取引

を控除した経常利益は 126,706,571 円、当期純利益は 126,778,496 円、当期総利益は

130,837,997 円であります。 

 

 ２．固定資産除却損の内容は、次のとおりであります。 

建物            856,810円 

医療用器械備品        2,198,498円 

工具器具備品         45,919,532円 

    計      48,974,840円 

 

 

 

 



 ３．固定資産撤去損の内容は、次のとおりであります。 

超伝導小型回転ガントリーの整備に関する撤去工事に伴うもの      792,507 円 

環境動態研究施設の整備に関する撤去工事に伴うもの      1,322,282 円 

研究開発機能の維持・強化に必要な施設等の整備に関する施設 

改修工事に伴うもの                                         51,572,728 円 

    計                       53,687,517 円 

 

〔キャッシュ・フロー計算書関係〕 

 １．資金の期末残高の貸借対照表科目別の内訳 

現金及び預金     6,603,306,787 円 

定期預金                     0 円 

資金残高         6,603,306,787 円 

 

 ２．重要な非資金取引 

ファイナンス・リースによる資産の取得 

医療用器械備品      61,110,000 円 

工具器具備品       139,394,409 円 

    計       200,504,409 円 

 

現物寄附の受入による資産の取得 

              工具器具備品         14,052,540 円 

 

固定資産取得に伴う資産除去債務の増加 

              建物             16,588,677 円 

 

〔減損会計関係〕 

 １．減損の兆候が認められた固定資産 

固定資産のうち減損の兆候が認められた事象はありません。 

 

 ２．減損を認識した固定資産の概要は、以下のとおりであります。 

                                      （単位：円） 

 
 

〔金融商品関係〕 

 １．金融商品の状況に関する事項 

当法人は、資金運用については１年未満で決済される短期的な預金及び１年以上で決済さ

れる長期性預金に限定しております。未収債権等に係る顧客の信用リスクは、債権管理規程

No 件名 場所 用途 種類 帳簿価額 経緯 損益外減損損失 回収可能サービス価額

建物 9,981,534 建物の用途変更を行った。 －

使用価値相当額による。減価償却後再調達価額のほう
が、正味売却価額よりも高いためである。
使用価値相当額は、デフレータに基づいて算定している
が、算定額が帳簿価額を上回っていたため、減損額は生
じなかった。

構築物 17,900 構築物の用途変更を行った。 －

使用価値相当額による。減価償却後再調達価額のほう
が、正味売却価額よりも高いためである。
使用価値相当額は、デフレータに基づいて算定している
が、算定額が帳簿価額を上回っていたため、減損額は生
じなかった。

2 電話加入権 千葉（本所） 通信連絡用 電話加入権 8,245,440
固定資産除却に際し、研究所
自らが使用しないという決定
を行った。

37,800

使用価値相当額による。減価償却後再調達価額のほう
が、正味売却価額よりも高いためである。
減価償却後再調達価額は使用が想定されていない部分以
外の部分が有するサービス提供能力を有する資産を新た
に取得した場合において見込まれる取得価額を用いて算
定している。

1 旧研修棟 千葉（本所） 研修用

 

 



等に沿ってリスク低減を図っております。 

また、借入金はありません。 

 

 ２．金融商品の時価等に関する事項 

期末日における貸借対照表計上額、時価及びこれらの差額については、以下のとおりであ

ります。 

                                      （単位：円） 

 貸借対照表計上額 時 価 差 額 

(1)現金及び預金 

(2)売掛金 

(3)買掛金 

(4)未払金 

   6,603,306,787 

     279,483,469 

（  1,201,080,703） 

（  2,963,939,655） 

   6,603,306,787 

     279,483,469 

（  1,201,080,703） 

（  2,963,939,655） 

      － 

      － 

（     －） 

（     －） 

（注１） 負債に計上されているものは、（ ）で示しております。 

（注２）売掛金は貸倒引当金を控除している金額を記載しております。 

（注３）なお、貸借対照表に計上されているリース債務は、企業会計基準適用指針第 19 号金融

商品の時価等の開示に関する適用指針（平成 20 年 3 月 10 日 改正平成 23 年 3 月 25 日 

企業会計基準委員会）第 24 項ただし書きにより、金融商品会計基準等の適用にあたり重

要性が乏しいと認め、時価の注記を省略しております。 

（注４）金融商品の時価の算定方法に関する事項 

(1)現金及び預金、(2)売掛金 

これらは短期間で決済されるため、時価は帳簿価額にほぼ等しいことから、当該帳簿価

額によっております。 

(3)買掛金、(4)未払金 

これらは短期間で決済されるため、時価は帳簿価額にほぼ等しいことから、当該帳簿価

額によっております。 

 

〔資産除去債務関係〕 

当事業年度末（平成 26 年 3 月 31 日） 

１．当該資産除去債務の概要 

当法人は、法人所有の建物等の解体時における「放射性同位元素等による放射線障害の防

止に関する法律」等に基づく除去費用につき資産除去債務を計上しております。 

  

２．当該資産除去債務の金額の算定方法 

負債計上した資産除去債務の金額の算定にあたっては、使用見込期間を 2 年～44 年と見積

り、割引率は 0.167％～2.303％を使用しております。 

 

３．当事業年度における当該資産除去債務の総額の増減 

                   （単位：円） 

期首残高 2,976,852,982 

有形固定資産の取得に伴う増加額 16,588,677 

有形固定資産の除却に伴う減少額 0 

時の経過による調整額 10,909,135 

期末残高 3,004,350,794 

  
 

 



Ⅲ 重要な債務負担行為 

  契約締結後、翌年度以降に履行となる重要な債務負担行為の額は、以下のとおりであります。 

  
（単位：円） 

件    名 契約金額 
26 年度以降 

支払予定額 

超伝導回転ガントリー及び治療室の詳細設計並びに製造 2,288,640,000 1,988,640,000 

医療情報システムの賃貸借 712,530,000 415,642,500 

磁気共鳴診断装置の賃貸借 287,431,200 195,612,900 

次世代照射システム用重粒子線治療計画用 CT 装置の賃貸借 279,984,495 182,391,300 

炭素線スキャニング呼吸同期治療用 X 線撮影システムの製作 218,820,000 218,820,000 

核磁気共鳴診断装置の賃貸借 217,602,000 113,746,500 

重粒子線治療管理システムの機能拡張 179,280,000 179,280,000 

重粒子医科学センター病院 ESCO 事業 124,740,000 87,318,000 

動物用ＰＥＴ装置の賃貸借 116,865,000 89,040,000 

111TBq コバルト 60 照射装置の線源の更新 113,347,500 113,347,500 

放射線医学総合研究所新治療研究棟地下 2 階ガントリー機械

室改修機械設備その他工事 
110,250,000 66,150,000 

臨床用ＰＥＴ薬剤分注システムの購入 103,896,000 103,896,000 

 

Ⅳ 重要な後発事象 

  該当事項はありません。 

 

 

Ⅴ その他独立行政法人の状況を適切に開示するために必要な会計情報 

  該当事項はありません。 

 

 

 


